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岩田  裕子エッセイスト

　「ナイト アンド ディ」という曲を好き

になったのは、2年ほど前だったか、テレビ

ドラマのテーマソングに使われていたか

らだ。軽くてしゃれたフレーズ、羽が風に

ふわふわ飛んでいるような曲想、明るいの

に胸をしめつけられる。思い出があるわけ

ではないのに、なぜかなつかしい。一度意

識したら、耳から離れられなくなってしま

った。

　この曲は、1932年につくられたという。

80年近く昔の曲が、今も心をつかむのはな

ぜだろう。

　このお洒落で、軽やかで、永遠のロマン

ティシズムを感じさせる曲を作ったのは、

アメリカの国民的作曲家、コール・ポータ

ーだった。名前は聞いたことがあるという

程度だった。その後、彼の伝記映画といえ

る「五線譜のラブレター」(2003年)を見ると、

コール・ポーターの曲のほとんどに、聞き

覚えがあった。

　その曲は、すべて、幸せのにおいがする。

挫折を経験する前の古きよき幸せなアメ

リカ。彼の曲は、その象徴といえる。そのア

メリカにあこがれて戦後を生きた日本に

とっても、彼の曲は、胸がきゅんとするよ

うな、夕立の通り過ぎた後の、夏の夕方の

ような、懐かしい爽やかさを感じさせてく

れる。コールがなくなって40年後に作られ

た映画「五線譜のラブレター」は、当然、彼

の生涯を、俯瞰的に眺め、分析し、隠された

秘密をも描き、真相にせまっている。たい

へん評判の良い映画だ。

　私が今回選んだのは、もうひとつの伝記

映画「夜も昼も」である。原題は「ナイト ア

ンド ディ」。かのヒット曲をタイトルにし

ているのだ。伝記というより、彼の生涯を

材料に作られたハリウッド製ミュージカ

ルだ。こちらは、「五線譜～」よりさかのぼ

ること、60年も昔(1946年)の作品。このとき、

コール・ポーター本人は、存命どころか、働

き盛りの52歳。第一線で活躍する世界的な

人気作曲家だった。

　主役のコール・ポーターは、当時最高の

グッドルッキング、ケーリー・グラントが

つとめている。ケーリーを選んだのは、コ

ール自身の希望だったという話もある。そ

して、重要な脇役であるモンティ・ウーリー。

エール大学教授から、個性的な俳優になっ

た変り種の彼は、本人であるモンティ・ウ

ーリー自身が演じている。また、ポーター

のヒット曲のひとつ「私の心はパパのもの」

をヒットさせたメアリー・マーティンを演

じているのは、これもメアリー・マーティ

ン本人だ。

　コール・ポーターを描いた2つの映画に

ついてネットで調べてみると、どちらが好

き、という比べる記述の多いのが面白い。

わたしは、コールの前向きで、颯爽とした

雰囲気を、感じさせるケーリー・グランド

版を選ぶことにした。20世紀初頭のジャズ

エイジ、その無邪気な快楽主義も、この映

画は味あわせてくれる。

　現代から、あの時代を振り返り、つくら

れた「五線譜～」には、「夜も昼も」の映画ポ

スターの前をコール役のケヴィン・クライ

ンが通りすぎるシーンがあって、楽しい。

時間を経て、あの時代を検証するように作

られた客観性、そのクールさに惹かれる。

また、コールやその妻の苦悩はすべて描か

れ、迫力がある。

　一方、リアルタイムで制作された「夜も

昼も」は、人物像の掘り下げに限界があるが、

そのかわり、もっと生な魅力がある。時代

をまるごと証言しているといってもいい。

　関係者がすべて現役のなかでつくられ

た映画なので、ポーター作のミュージカル

やレビューは、現実そのままに再現されて

いる。距離が近いだけに、熱いのだ。その意

味で、まるで、タイムマシンにでも乗った

ように、古きよき幸せなアメリカを体感で

きる映画になっている。

古きよきアメリカ

　物語のオープニングは、1914年のエー

ル大学。

　法学部の教授であるモンティ・ウーリー

は、あまりの破天荒ぶりに、教授会で苦言

を呈せられる。授業には遅刻する上、早め

に帰る。好きなのは劇場通いや派手な遊び

で新聞の漫画にまで描かれていた。

　一方、コールは、レビュー劇場でピアノ

を弾いていたが、エール大学フットボール

応援歌コンテストに呼び出され、みごと優

勝。「ブルドッグ バウバウバウ」という彼

の歌をバックにエール大学のフットボー

ルチームは快進撃を続けるのだ。

　クリスマス休暇。汽車に乗り、インディ

アナ州の実家に帰郷するコール。同行する

のは、モンティ・ウーリー。いささか年は違

うが、彼はコールの友人なのだ。

　見送りに来てくれたなじみの歌手グレ

イシーに、プレゼントをさりげなくわたす

など、いかにも裕福な生まれらしい、スマ

ートなぼっちゃんぶりがよくでている。グ

レイシーの頭に、大きな黒いリボンがのっ

かっているのがこの時代のファッションで、

とてもかわいかった。

　故郷、インディアナ州は、一面の雪の町

だった。

このころの通常の交通手段だったらしい

馬車で到着すると、彼の実家である立派な

お屋敷には、やさしい母と理解ある祖父が

待っていた。ひさしぶりに、祖父と馬に乗

るシーンが非常に美しい。祖父の茶の馬、

コールの黒い馬が、雪の白にくっきりと映

え、わたしは、映画「ルードウィヒ」の中の

ルードウィヒ2世と皇妃エリザベートによ

る乗馬シーンを思い出してしまった。

　祖父と母は、コールの作曲家をめざし

たいという無謀な思いを、受け入れてく

れた。この後、ミュージカルの失敗など、数々

の苦難に直面するコールだが、彼の作品

がいつも甘い夢に彩られているのは、ま

さに家族の愛にはぐくまれた育ちのよさ

が、彼の本質にあるからだと思う。

　「法律の本を読むと、文字や旋律や詩に

変わるんだ」とコールは家族に語ったが、

この気持ちはわたしにもわかる。試験前、

化学の元素記号を勉強していると、記号ど

うしが、恋をしたり、喧嘩したりして困っ

たものだ。旧家の伝統的なクリスマス。そ

の客のひとりとして、いとこナンシーの友

人、リンダ・リーがやってきた。未来のコー

ル・ポーター夫人である。

　実際のリンダは、コールより８歳年上、「最

も美しい離婚女性」と称されたフランス社

交界の花形で、彼がパリに渡ったときに知

り合ったのだが、ここでは、いとこの友達

のお嬢さんとして登場している。

　クリスマスの女性たちのファッション

が夢のように美しい。

著作権の都合により非掲載
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　いとこナンシーのドレスは、淡いブルー。

同色の手袋。胸に大きなダイアのプラチナ

ペンダント。リンダは、それよりは少しく

っきりした薄青のドレス、同じ薄青のパン

タロン、髪を飾る薄青の大きなリボンと長

い手袋。真珠のロングネックレスに、真珠

の三粒のイヤリング。近くで遊んでいる小

さな女の子も、水色のスカートをはき、そ

のそばの年配のレディは、ロイヤルブルー

のドレス。淡いブルーで統一された画面を

男性たちの黒い正装、タキシードと蝶ネク

タイが引き締めていた。

　メイドや執事が何人もいて、古きよきあ

こがれのアメリカである。大きなクリスマ

スツリーの下での、楽しいプレゼント交換。

メリークリスマス。明るい茶系のドレスを

着た母の耳にも、さりげなく一粒の真珠が

つけられ、胸には小粒の真珠のロングネッ

クレス2連をたらしていた。

成功をめざして

　親から独立し、ミュージカルの道を歩み

だすコールの協力者となったのは、教授の

モンティだった。エール大学関係者を回っ

て、ミュージカルへの出資を募り、結婚式

場を練習に使った。お金がなく、結婚式の

ウェディングマーチを演奏するバイトを

したり。しかし、最初のミュージカル興行

は失敗してしまう。

　落胆する彼を励ましたのがリンダ・リ

ーで、ふたりは恋人どうしになる。このと

き、リンダからコールへ、初プレゼントが

贈られた。カルティエ製のシガレットケ

ースである。彼女の愛のあかしとして。

　リンダがコールに、カルティエであつら

えたシガレットケースを、コールがミュー

ジカル上演するごとに送った話は有名だ。

　この映画でもいくつかのシガレットケー

スが登場する。デザインがシンプルすぎて、

豪奢なジュエリーをちりばめた、カルティ

エ製のエスプリがないのは残念だ。（この難

問を、「五線譜～」のほうは、シガレットケー

スを映さないことで解決している）

　実際のリンダ・リーは、カルティエの有

名な顧客のひとりで、コールと知り合う前

から、パリ社交界のスターだった。インド

をテーマに作られた、カラフルなトゥッテ

ィフルッティ・シリーズのブレスレットも

オーダーしている。その作品は、今もカル

ティエの豪華写真集に所収されているが、

息を呑む美しさだ。

　第一次世界大戦でヨーロッパ戦線に、中

尉として戦地に赴いたコールは、足を負傷

した病院で、看護師として働くリンダと再

開するという設定になっているが、46年あ

たりのアメリカでは、一番ロマンティック

な設定なのかもしれない。お金持ちのリン

ダは、彼の成功のために資産を使う。落胆

している彼のためにピアノを用意して、作

曲をうながし、出来上がった作品を、知り

合いの有名歌手のところに売り込みにい

ったり、彼の曲を上演するためにひそかに

出資したりもするのだ。

　コールはそれをよしとせず、ひとりアメ

リカに帰って 成功を期す。楽譜屋でピア

ノを弾いて、その楽譜を売るというアルバ

イトまでするが、すこし難解だった今まで

の曲にくらべ、だれの心にも響く「ナイト 

アンド ディ」が、大衆の人気を博し、それ

がきっかけでやがて大成功する。

成功の影で

　成功につぐ成功。コール・ポーターの名は、

世界に知れ渡った。ロンドンから電話があ

った。最高のプロデューサーから、仕事の

依頼である。

　ロンドン公演は大成功だった。

　劇場のご夫人たちの宝石のまばゆいこと。

　この公演に、リンダは、金色の輝くドレ

スで現れた。　

　♪部屋にひとりでいるときも、

　夜も昼も君たちのことを考えている。

　

　ナイト＆ディの歌がふたりの恋と重なる。

　終焉後、黒いミンクのコートをはおった

リンダと、ロンドンを歩く。「あなたの奥さ

んになれば楽しそう」とリンダのほうから、

さりげないプロポーズがあり、今度こそ、

結婚することになった。このとき、二つ目

のシガレットケースが贈られた。

　しかし、人気者となったポーターはあま

りに忙しく、いつも仕事仲間に取り巻かれ

ている。それはうれしいこと。でも、リンダ

の望むようなふたりだけの幸せは、のぞめ

なかった。疎外感を感じたリンダはやがて

去っていく。

　このあたりの事情もよく描かれている

と感じるが、これほどしっかりしていて、

聡明な彼女が、そんなことで去るだろうか、

という疑問が残る。ふたりの時間がないと

なげくほど、おろかな妻ではないはず。

　そのひとつの答えは、先にあげた「五線

譜のラブレター」を見ると、事情がわかっ

てくるが、それは後ほど。

　とにかく、女性たちのファッションが、

本当に夢のように美しい。

　リンダや、コールのいとこ、ナンシー、

コールの母や親族の女性たち、劇場の観

客などの、品の良いファッションと、歌手

の女性たちの、庶民的で、華やかなファッ

ションの対比。また舞台上の歌手やダン

サーの、花やリボンやミンクのマフ、宝石

のきらきらで飾られたカラフルな衣装。

　舞台衣装に、大ぶりのダイアとプラチナ

のネックレスが光る。

　ミュージカルシーンは、理屈抜きに味わ

いたい。

街では、水玉のブラウスと大きなリボンを

つけた女性歌手が、大劇場で歌うときには、

羽で作られた白いドレスをまとい、幻想的

なの世界を現出している。ときには、かわ

いいプードルが舞台に出現したりする。ふ

んだんに踊られるバレエやタップが美しい。

　プールサイドのパーティで歌われる名

曲「エニシングゴーズ」。このとき、ピンク

の上着に黒いパンタロンを着たリンダは、

ポーター夫人としての威厳があり、健康的

なシンガーやダンサーに混じっても、ひと

きわ美しかった。

　ミュージカルナンバーがこれでもかと

展開され、実に楽しい。陽気で明るいアメ

リカそのものだ。

　やがて、 ポーター夫妻のショー開幕記

念パーティが開かれた。ミュージカル・映

画関係の有力者があつまり、俳優となった

モンティ・ウーリーも出席した。

　黒いビロードのドレスのリンダは、社交

界の花形という輝きに満ちていた。みごと

なドレス。うすい紗のようなケープをまと

って。胸元のダイアの美しいこと。

　宴たけなわ。そのさなかにリンダは消え

た。あなたの人生に私は必要ないのよ。と

言い残して。彼にわたして、とシガレット

ケースを人に託して。

　シガレットケースをおいて。リンダは去

った。

リンダを演じるアレクシス・スミスという

女優は、現在では情報がまったくないのだ

が、ケーリー・グラントと並んで、名前がク

レジットされているところから、当時の有

名女優だったようだ。知的な四角い顔立ち

からも、意志の強さが垣間見られ、実際には、

8歳年上ということもあるのか、聡明な女

性として描かれている。

　リンダの衣装は、薄青のかわいらしいド

レスから、紫のすそが３段になったドレス

に手袋、ミンクの組み合わせ、金色のドレ

スと黒いミンク、渋いシルバーのきらびや

かなドレス。大きく開いた胸に、ダイアの

ネックレス。 このドレスは、ローウェスト

著作権の都合により非掲載
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岩田 裕子（いわた  ひろこ）

東京都新宿区生まれ。

慶應義塾大学文学部卒業（西

洋史専攻）。編集者を経て、少

女雑誌、ファッション誌など

に記事を執筆。著書に「夢みる

ジュエリ」「ダイヤモンドATO Z」

（共に東京書籍）「21世紀の冷た

いジュエリ」（柏書店松原）「恋するジュエリ スターが愛した

宝石たち」（河出書房新社）

http://www.geocities.jp/yamaneko1313/index.html

（作品の紹介や日記も公開していますので、気軽にお立ち寄りくだ

さい。）

「夜も昼も」1946年 アメリカ

監督：マイケル・カーティス　脚本：チャールズ・ホフマン

出演：ケイリー・グラント/アレクシス・スミス/メリー・マーティン

販売価格：税込500円

発売元：株式会社ファーストトレーディング

  岩田裕子 著

　古今東西の名作映画28本の宝石にまつわるス

トーリーを紹介しています。また、各スターたち

の宝石とのかかわり方もとりあげ、宝石の煌びや

かな魅力が、この一冊に集約されたエッセイです。

「恋するジュエリ」

定価：1,500円（税別）
発行：河出書房新社

スターが愛した宝石たち

で、ふわっと広がり、大人のかわいらしさ

も感じさせる。屋外のパーティで、ピンク

の上着とパンタロン・・そして別れの夜に

来ていた黒のビロードのドレスまで、彼女

の女としての、成長とともに、楽しめる。

　当然、ネックレスやイヤリングも華やか

で、先にダイアモンドがついたゆれるイヤ

リング、大粒のダイアモンドをつけたペン

ダント、さまざまな真珠のジュエリーなど、

21世紀の私たちが見ても、みごたえがある。

　コールとリンダ・リーの不仲の理由とし

て、彼の同性愛があるとされている。コー

ルは、同性愛だと告白したうえで、プロポ

ーズし、彼女はそれをうけいれたという噂

があり、彼の多くの恋歌も、同性の恋人の

ために作られたという話もある。

　リンダは、彼を愛すれば愛するほど、彼

の気持ちが愛情ではなく、友情に近いこ

とがつらくなり、彼の元を離れたという

ことだ。しかし、リンダの存在は彼にとっ

て大きく、彼女の死後、一切の作曲をして

いない。この辺の事情は、「五線譜～」に丹

念に描かれているが、その詩が自分に向

けてでなく、他の男性の恋人に当てて書

かれていたら、それはどれほど苦しいだ

ろうか。

苦難と歓び

　コールの人生は、リンダのいない間に次々

と困難に見舞われた。仕事は、成功の一途

だ

が、尊敬する祖父が亡くなったのだ。そし

て落馬による、両足の損傷。28回に及ぶ手

術にも、コールはひとりで耐えた。

　そうした、プライベートな苦難の一方で、

彼の作るミュージカルは、次々と大成功を

収める。そのシーンが楽しい。ヒット曲の

ひとつ、女の子の気持ちをコミカルにかわ

いらしく歌った、「私の心はパパのもの」は、

実際にこの歌をうたったメアリー・マーテ

ィンによって歌われている。

　♪ダダダ ダディ 私の心はパパのもの。

　だからいっとくわ、あなたって最高だけど、

　私の心はパパのもの。

　大ヒット曲「ビギン・ザ・ビギン」は、まさ

に熱帯をイメージする舞台のなかで展開

された。

　熱帯の夜、椰子の木の揺れる、ビーチで

恋を謳歌する若いふたり。

　幸せの匂い、幸せの音楽。このシーンの

バレエは、バレエ・リュス モンテカルロの

ダンサーによって甘美に踊られている。

　病院のベッドに横たわりながら、舞台の

様子を電話で聞くコール。

　熱帯の雰囲気を感じさせる歌と、観客の

拍手が、病床のコールをなぐさめた。 

　映画のラストは、オープニングと対応す

るように、エール大学で、コールが、表彰さ

れるシーンとなっている。壇上のコールの

目に、リンダの姿が見えた。帰ってきたのだ。

会場を出て、何も言わず、抱き合うふたり。

上質なミンクを着たリンダの耳には、ダイ

アモンドがきらきらと光っていた。彼女の

涙のように。

　このとき、リンダの肩越しにみえるコー

ルの顔が笑っていないのはなぜだろうか。

いつも明るいコールの、本当の顔を初めて

見た気がして、どきっとした。

　ひとりで耐えてきた苦難の日々を一気

に思い出したのだろうか。

 

著作権の都合により非掲載

近況

　先日、バレエ・リュスのドキュメンタリー映

画「生きる歓び、踊る歓び」を拝見しましたが、

とても面白かったです。そこに登場するダン

サーが、この映画「夜も昼も」の「ビギン・ザ・ビ

ギン」の場面で、踊っているのです。主婦の友

社から若い女性向きの書籍を出していただく

ことになり、その準備にはいっています。他に

もあるのですが、私自身に余裕がなくて、まだ

取り掛かれず…。雑誌「ミセス」での連載「宝石

を巡るお話」では、8月号は、ちょうどこの文章

にもでてきましたカルティエのジュエリーを

取り上げ、リンドバーグについて書いています。

7月号では、ヴァン・クリーフ&アーペルにちな

み、バレエについて、描いています。

　歌舞伎が好きなので、いつか、そんな文章も

書いてみたいな、と思っています。


